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ごあい さつ

この度は、∨ESttAX PMC-250プ ロフェッショナルミ
ーラーをお買い上げいただきまして、誠にありがとうご

性能を最大限に発揮するためにも、この取扱説明書を良

う、お願いいたします。

キシングコントロ

ざいます。本機の

くお読み下さるよ

本 機 の 特 徴
ご 使 用 上 の 注 意

各 部 の 名 称 と 機 能
プログラムセクション
マスターセクション
マ イ ク セ ク シ ョ ン

モニターセクション

リアパネルセクション

フェーダーユニットの交換

入出カジャックパネルの組換え

ブロックダイヤグラム

故障 かな ?と 思 った ら
保証、アフターサービスについて
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接    続
主   な  仕

安 全 上 の ご注意
この「安全上のご注意」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危
害や損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしていますので「安全上のご注意」
の内容をよくご理解下さいますようお願い致します。

△  
電野 翌野  島:署軍 [1滑よ

=け

つた使い方をすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される

△ 注意 蕩謳灯財蒻話磐蜘:厳鼻″駐
負う覗嘲定される内容およ

絵 表 示 の 例

電源プラグをコンセント

か ら抜 け

● 記号は行為を強制 したり表示する内
容を告げるものです。図の中に具体
的な表示内容 (上図の場合は電源プ
ラグをコンセン トから抜け)が描か
れています。

分 解 禁 止

①記号は禁止の行為であることを告げ
るものです。図の中に具体的な表示
内容 (上図の場合は分解禁止)が描
かれています。

電 源指 を挟 まれ な

いよう注意抜 け

△記号は注意を促す内容があることを
告げるものです。図の中に具体的な
表示内容 (上図の場合は指をはさま
れないように注意)が描かれています。



△
警 告

電源プラグをコン

セントから抜け

万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなど異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因
となります。すぐに機器本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントから抜い

て下さい。煙が出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。

万一、内部に水や異物などが入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、その後電源プラグ
をコンセントから抜いで販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。

万一、この機器を落としたり、キャビネットを破損した場合は、機器本体の電源スイッチを切り、そα発電源プ
ラグをコンセントから抜いて、販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災。感電の原因となります。

● 風呂場では使用 しないでください。火災・感電の原因となります。

水槽 での使用
禁止

黒プラグをコンセン トから抜いて行なってください。

電源プラグをコン
セントから抜け

●

●

●

オーディオ機器、スピーカー等の機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、

電源を切り、説明に従って接続 してください。又接続は指定のコー ドを使用 してください。指
定以外のコードを使用 したリコードを延長したりすると発熱 しやけどの原因となることがあります。

電源を入れる際には音量を最小にしてください。突然大きな音がでて聴力傷害などの原因た

なることがあります。

5年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店などにご相談ください。機器の内部にほこりの

たまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることがあります。特に、湿気
の多くなる梅雨期の前に行なうと、より効果的です。なお、掃除費用については販売店など
にご相談 してください。

ヘッドホンをご使用になるときは、音量を上げすぎないようにご注意ください。耳を刺激す
るような大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあります。

●

●

●

●

●

●

●

調理台や加湿器のそばなど湯煙が当たるような場所に置かないでください。火災・感電の原因となる

ことがあります。

ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりしてけが

の原因となることがあります。

電源コー ドを熱器具に近付けないでください。コー ドの被ふくが溶けて、火災・感電の原因
となることがあります。

窓を開めきった自動車の中や直射日光が当たる場所など異常に湿度が高くなる場所に放置 し

ないでください。部品に悪い影響を与え、火災の原因となることがあります。

湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災・感電の原因となることがあります。

濡れた手で電源プラグを抜き差 ししないでください。感電の原因となることがあります。

電源プラグを抜くときは、電源コー ドを引っ張らないでください。コー ドが傷つき、火災・

感電の原因となることがあります。必ずプラグを持って抜いてください。



本機の特長

● 各プログラムチャンネル (PGMl,PGM2)に PHON01系統、LINE2系統、A∪ X入 力にはPHON01系 統、
LINE l系統、 またMIC入 力を 1系統装備 しました。
● 各プログラムチャンネルは、3バ ン ドlSOLAttOR(ロ ータリーヴォリュームタイプ、フェーダータイプ)を
装備。HI、 MID、 LOWの 3帯域を自由にコン トロールしながら効果的なミックスが可能です。また、 トリム
コン トロールを装備 しているので、細かい入カレベル設定が可能です。

● 19inch 3Uサ イズのコンパク トな筐体設計により、D」セットを組む際の設置スペースの縮小を実現 しました。

● 入出力端子パネルは本体の上面または底面へ取付け個所を変更できますので、平置き単体で使用するか、ラ

ックまたはケースに入れて使用するなど自由度のあるD」セットの設置が可能です。

● 各プログラムチャンネルのインプットフェーダーはデタッチャブル方式になっており、別売のロータリーフ

ェーダーユニットに交換することができます。

● 長年の経験とデータにより作 られたクロスフェーダー、インプットフェーダーは、過酷なスクラッチにも耐

える耐久度とカーブを持っています。もちろん、今や世界中のミキサーメーカーが採用 しているベスタク

ス・デタッチャブル・フェーダーシステムによリメンテナンスも容易です。

使 用 上 の 注 意

電源について
● 雑音を発生する装置 (モ ーター、調光器など)や消費電力の大きな機器とは、異なるコンセン トを使用 して

下さい。

● 接続する際は、誤動作、スピーカーなどの破損を防ぐため、必ず全ての機器の電源を切ってから行ってください。

設置について
● この機器の近 くにパワーアンプなどの大型の トランスをもつ機器があると、ハム (う なり)を 誘導するこ
とがあります。この場合は、この機器との間隔や方向を変えてください。

● テレビやラジオの近 くでこの機器を動作させると、テレビ画面に色むらが発生 したり、ラジオから雑音が

出ることがあります。この場合は、この機器を遠ざけて使用 して下さい。

お手入れについて
●通常のお手入れは、柔らかい布で乾拭きするか、堅く絞った布で汚れをふき取って下さい。汚れが激しい
ときは、中性洗剤を含んだ布で汚れを拭き取ってから、柔らかい布で乾拭きしてください。
● 変色や変形の原因となるベンジン、シンナーおよびアルコール類は、使用 しないで下さい。

修理について
● お客様がこの機器を分解、改造された場合、以後の性能について保証できなくなります。また修理をお断
りする場合がございます。
● 当社では、この製品の補修用性能部品 (製品の機能を維持するために必要な部品)を 、製造打ち切り後、8
年間保有 しています。この部品保有期間を修理可能の期間とさせていただきます。なお、保有期間が経過
した後も、故障個所によっては修理可能な場合がありますので、お買い上げの店または、当社商品の取り
扱い店にご相談ください。

その他の注意について
● 故障の原因となりますので、スイッチ、ツマミ、入出力端子などに過度の力を加えないで下さい。
● ケーブルの抜き差 しは、シ∃― 卜や断線を防ぐためプラグを持って行ってください。

● 音楽をお楽 しみになる場合、隣近所に迷惑がかからないように、特に夜間は音量に十分注意 してください。

● 輸送や引越 しの際は、この機器がはいってぃたダンボール箱と緩衝材、または同等品で梱包 してください。



各部の名称 と機能

① :NPU丁 (入カソースセレクトスイッチ)
各プログラムの入力をPHON01系統、LIN E2系統から
設定 します。

② TRIM(入 カレベル調整ボリューム)
各プログラムの入カレベルを調節 します。インプットフ
ェーダーを目盛7～ 8の位置にセットして、レベルメー

&ダ認選堤:睡 ∫ 54島 ず綿鍵 結
卜して下 さい。

③ PEAK(レ ベル表示LED)
HI、 MID、 LOW各帯域の入カレベルを表示 します。

④ H!(高音域帯ボリューム)
高音域帯のみの音量をブース ト/カ ットするボリューム
です。左回しで音量が小さくなり、右回しで音量が大き
くなり、12時の位置がバイパスと同じ音量となります。
シンバル、ハイハット系の音を強調して、リズムにアク
セントをつけたりするときに使用 します。

⑤ M:D(中音域帯ボリューム)
中音域帯のみの音量をブース ト/カ ットするボリューム
です。左回しで音量が小さくなり、右回しで音量が大き
くなり、12時 の位置がバイパスと同じ音量となります。
ボーカルソースやメロディツースだけをカットして、リ
ズムソースだけを使う時に使用 します。

PC″ ′ LEピユ

⑥ LOW(低音域帯ボリューム)
低音域帯のみの音量をブース ト/カ ットするボリューム
です。左回しで音量が小さくなり、右回しで音量が大き
くなり、12時の位置がバイパスと同じ音量となります。
バス ドラム等のリズムソースのベース音源をカッ トし
て、アカペラ効果を出す時に使用 します。

⑦ HiCU丁 (高音域フェーダーカットスイッチ)
①の高音域帯ボリュームの周波数帯をカットするフェ
ーダースイッチです。このフェーダースイッチを下に移
動することにより④のボリュームを最小にした状態と
同じ効果が得られます。

③ MID CUT(中音域帯フェーダーカットスイッチ)
⑤の中音域帯ボリュームの周波数帯をカットするフェ
ーダースイッチです。このフェーダースイッチを下に移
動することにより⑤のボリュームを最小にした状態と
同じ効果が得られます。

⑨ LOW CUT(低音域帯フェーダーカットスイッチ )
⑥の低音域帯ボリュームの周波数帯をカットするフ
ェーダースイッチです。このフェーダースイッチを
下に移動することにより⑥のヴォリュームを最小に
した状態と同じ効果が得られます。

⑩ :NPUT FADER(イ ンプッ トフェーダー )
各プログラムの入カレベルを設定 します。永年の使用に

よる劣化でノイズが目立つ場合には、新 しいインプット
フェーダーユニット、"!F‐250"に交換 して下さい。
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④ CUE SELECTOR(キ ュー。モニターセレクトスイッチ)
ヘッドホンでモニターするソースをセレクトするスイ
ッチです。

⑪ POWERイ ンジケーター
電源を入れるとこのLEDが点灯します。

⑫ LEDレベルメーター
LEDバ ーグラフにより、 L、 RcHか ら出力 される信号
レベルまたは各PCMの 入カレベルを表示 します。

⑬ METER SELECT
⑫LEDレベルメーターの表示内容をセレクトするスイ
ッチです。MASttER側 にスイッチを設定すると、レベ
ルメーターはマスター出力のL、 RcHの信号 レベルを
表示 し、PGM側に設定すると、PGMl、 PGM2の入カレ
ベルを表示します。

⑭ AUX(AUXレベルボリューム)
リアパネルのAUX iNに 入力された信号のレベルを調節
します。

⑮ MASTER(マ スターレベルボリューム)
リアパネルのLINE OU丁端子から出力される信号のレベ
ルを調節 します。

⑩ B00TH OUT(ブースアウトレベルボリューム)
リアパネルのB00TH OU丁 端子から出力される信号のレ
ベルを調節 します。

O CROSSFADER(ク ロスフェーダー )
左側に移動するに従いPGMllこ アサインした音が、右側
に移動するに従いPGM2に アサインされた音が、それぞ
れ出 力されます。また中央部では、両方の音が同時に

出力されます。クロスフェーダーを動かしたときにノ

イズが目立つようになった場合は、交換用クロスフェ
ーダーユニット、

‖
CF― PCV"と 交換 して下さい。 (な お、

交換は7ペ ージ"フ ェーダーユニットの交換"を ご参照
下さい。)

⑬ MiCiNPUT(MICイ ンプッ トジャック )
マイクの入力端子です。

⑩ MIC LEVEL(マ イクレベルボリューム )
⑩に接続したマイクのレベルを調節します。

⑩ MIC FILTttR(マ イクフィルターボリューム)

マイクの入力信号の低音成分をカットするレベルを調整

するボリュームです。ブレス音によるスピーカーヘの悪

影響が生じた時などにご使用下さい。

② SttEREO CUE(ステレオ 。キューON/OFFスイッチ)
ヘッドホンのモニター方式を切り替えるスイッチです。
スイッチONの とき、ステレオ 。キュー方式 となり、
④C∪E SELECTORで 選んだソースをヘッドホン両耳で
モニターすることができます。スイッチOFFの ときはスプ
リット・キュー方式となり、ヘッドホンのLcHで a)cuE
SELECttORで 選んだソースがモニターでき、RcHでは常
にマスター出力をモニターすることができます。

④ PHONES LEVEL(ヘ ッドフォンレベル )
ヘッドフォンジャックに接続されたヘッドフォンの音量
を調節 します。

② PHONES(ヘ ッドフォンジャック)
ステレオタイプのヘッドフォンを接続します。8Ω 以上
のインピーダンスのものをご使用ください。

○



⑮ PHON01,2(フ ォノ入力端子 )[RCA PIN」 ACK]
ターンテーブル用入力端子です。MMカ ー トリッジのセ
ットされたターンテーブルを接続 してください。なお
MCタ イプのカー トリッジをご使用の場合はヘッドアン
プが必要です。

④ L:NEl,2,3,4(ラ イン入力端子)[RCA P:N JACK]
ラインレベル機器の入力端子です。 CDプ レイヤー、
MDプレイヤー、テープデッキ、DA丁、VttR音 声出力な
どを接続 して下さい。

② AUXIN(補 助入力端子)[RCA PiN JACK]
L!NE5に はCD、 MD、 DA丁等のラインレベル機器 を
PHON03に はターンテーブルを接続 して下さい。

注 意
LINE5と PHON03に 同時にケーブルが接続された状態
では、PHON03に入力される信号は内部スイッチによ
り自動的に切断され、LiNE5に入力される信号が優先
的に出力されます。

④ lNPUtt LEVEL(入 カレベル切替スイッチ)[+6/0/‐ 10d B]
本機の入カレベルを調整する切替スイッチです。接続す
る機器の出カレベルに応じてレベルを切り替えます。通
常は-10dBに設定してください。CD、 MDプレーヤー等の
出カレベルの高いもの、または、高出力のカー トリッジ
等をご使用の際には、0ま たは+6dBに設定してください。

④ GND(グランドターミナル)
ターンテーブルのアースコー ドを接続 して下さい。ノイ
ズやハムを減少させます。

⑩ PAOUT(バ ランス出力端子)[XLR MALE,2 PiN HO丁 ]
マスター出力のバランス出力端子です。 バランス入力
を装備 したパワーアンプ等の機器に接続 して下さい。
ピン配置は

PIN l→GNDoP!N2→ HOTo PIN 3→COLDです。

① PAOUTLEVELい ランス出カレベルセレクトスイッチ)[-10dB/OdB]
バランス出力の出カレベルを-10dBか OdBに切り替え
るスイッチです。

⑫ LINE OUT(ア ンバランス出力端子)[1/4‖ PHONE」ACK]
マスター出力のアンバランス出力端子です。パワーア
ンプ、プリメインアンプ等の入力端子に接続 してくだ
さい。

注 意
お手持ちのアンプにPHONO入力端子が付いている場
合は、本機のLiNE OuTを アンプのPHONO入 力端子に
接続しないでください。PHONO入 力端子にはPHONO
アンプが内蔵されておりますので、音が割れたり、歪
んだりしますのでご注意下さい。

⑬ B00TH OUT(ブースモニター用出力端子)11/4“ PHONE JACK]
D」ブース内のモニター用出力端子として使用して下さ
い。また、出力される信号はPA O∪ T、 LiNE O∪丁と同
じですので、3番目の出力端子としても使用できます。

⑭ POWttR(パワースイッチ)
電源オン/オ フスイッチです。オンのときにマスター
アウトレベルメーター中央にあるLED(①)が点灯しま
す。このスイッチを操作する際は、接続 しているパワ
ーアンプなどのポリュームを下げるか、電源を切った
状態で行って下さい。

⑮ ACイ ンプットジャック
付属のACアダプター (AC-12A)を接続 してください。
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フェーダーユニットの交換
嗣
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@Driver

■ トップパネルのタトし方
①右図のように、スライドフェーダーツマミ
(大 :3個 、小 :6個 )を取り外 します。

② トップパネルを固定 している6点のネジを、図
のようにプラス ドライバーを使用し、取り外 し

ます。

注 意
フェーダーユニット交換の際に、X印の部分のネジを
緩めないで下さい。ドライバーをご使用する際に、ド

ライバーのサイズが合わないとネジを破損させてしま

う恐れがありますので、サイズの合つたものをご使用

ください。

■フェーダーユニットの交換

①フェーダーパネルと本体を固定しているネジを
外します。

② フェーダーユニットごと上へ持ち上げてください。

③ フェーダーユニットと本体を接続しているコネク

ターを取り外して下さい。に の際に、コネクター

のビンを曲げないよう|こ注意してください。)

④新しいユニットと交換し、③→②→① の手順で
元に戻して下さい。

※クロスフェーダー取り付け時のご注意

スイッチは
‖PCV"側に

セットしてください。

？

ф

晰

ぐ考1八釜轟 Inputfader
unit

CF‐PCVをPMC‐05Pr●I100
PMCシ リーズに使用するとき

'PMC・用のコネクター

スイッチを'PMC・側に
セットしてください。

に差し込みます。

コネクターを差し込みます。



入出カジャックパネルの組換え

PMC-250は 入出カジャックの位置を下図のようにタイプ日、タイプロの2通 り設定できます。

製品出荷時にはタイプ日に設定されています。タイ

・ザふ

“

9準只
=を
原じξttFの 5点
のネジ(↓の位置)

・ざ桑ザ9魚里写旅L磋lT警]■:rシ
=裏
弓キ

ネル②を本体から取り去ってください。

注 意
ビスを①ドライバーで外すときはビスの①穴の形状と同
じタイプの①ドライバーを必ず使用して下さい。また、
ドライバーは垂直に立て、適度な力を加えて、接触部が
滑らないように静かに回し始めて下さい。接触部分を滑
らせて、ビスのO穴の形状を変化させてしまうと、取り
外しができなくなることがありますのでご注意下さい。

●パネル①をタイプ国の位置へ移動し、パネル①の折
り曲げ部分を本体の溝に入るように配置します。

●一旦取り去ったパネル②をタイプロの位置に取付け、
先に外した銀色のビスでパネル①、②を① ドライバ
ーで固定して下さい。

●入出カパネルをタイプ日へ戻すときは、今と同じ要
領で行って下さい。

プロに変更する場合は以下の手順で行って下さい。

↓

↓
バネル(Dを固定している銀色ネジ5点の位置

バネル()を固定している銀色ネジ5点の位置

① ドライバー

∩
脚
Ｙ
＝
ｖ
２
）
・

るめ閉

之

出荷時の
パネル①の位置

@s:<rt-
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故 障 かな ?と 思 った ら

本機の調子がおかしいとき、修理に出される前にもう―震点検してください。

それでも正常に動作しないときは、お買い上げに「Jつた販売店にこ相談ください。

ア フ タ ー サ ー ビ ス に つ い て

電源|が入らないょ■■‐| |‐ |1電源プラグがはずれてぃる。

電源をえ荻 |も音が鶴‐ない。'レ コードプレイヤー本体の出力をアン
■ |■ |‐  ‐ _.―  プ/ォーディオミキサーのAUX Nま
|.||  ‐ ||  たはLNE Nに ,妾続していませんか。

. .        各機器の接続が間違っていませんか。

MASTER LEVELボ リュームや、各音
‐■■      量ボリューム調整がMNに なってい
●       ませんか。

書量がらヽさtヽ:■ |■     レコートプレイヤーの出カケーブルを
|■ ■■■      PMC 250本 体の日NE NUPTに 接続
|■‐■■■●     してぃませんか。

レコードブレーヤーのカートリッシ
MCタ イプを使用していませんか。

確実に電源プラグを差 し込む。

目的のソースがどこに接続されている
か確認 し、入カツースセレクトスイ

チの設定をやり直す

正しく接続する。

各音量ポリ
する。

―ムを適正な位置に調整

PMC 250本 体の PHON0
続 し直す。

INPUTに ,雲

音がひずむ。 |     |
| ‐‐ ‐||||■ | ‐|||‐   |

PMC 250の 出力を、プリメインアン
プの PHONO入 力に接続 していませ

出カレベル高いCD、 MDプ レーヤー
等を接続していませんか。

プリメインアンプの AUX等の入力に
接続 し直す。

PMC 250の TR Mボ リュームを下げ
る。

左右の音が逆になる。 各機器の接続が左右逆になってぃませ 1正 しく接続する
んか_                |

演奏中にブ=ンという低い音
0“吉またlt7塚音)が lllいる。

接続コー ドの近 くに蛍光灯などの電気 :蛍光灯または他の機器の電源コー ドを
機具や電源コー ドがありませんか。  |で きるだけ離 してみる。

レコー ドプレイーヤーのアース線がは |ア ース線 を PMC 250本 体の GNDタ
ずれていませんか。         |― ミナルに接続する。

クロース,■■ダ■の動きが
悪ぃ|=た まヽ01動 |かすとノ
イズが発生する。 |
紺″一州れ…ん

1予輻 酔

保証とアフターサービス のすぉ読みくださω

保証書は必ず「お買い上げ日 販売店名J
等の記入をお確かめのうえ、販売店から受

取つていただき内容をよくお読みの後 大
切に保管してください。

同 ヂ几几蹄

補修用性能部品の最低保有期間は 製造打
切り8年です。

この期間|よ通産省の指導によるものです。

性能部品とは、その製品の機能を維持する

為に必要な音B品です。

修理に関するこ相談、並びにこ不明な点は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

異常のあるときは、使用 を中止 し、お買い上 げの販売店 に修理 をと依頼 ください。

(保 証期間中であつても 内容により有償となる場合があります。)

|■保■置
=関
■1問

修理に際しましては保証薔をこ提示ください。

保証書の規定に従つて修理させていただきます。

|1黎華鶏1間 |●覇韓ていうな
=Ⅲ
11

修理すれば使用できる場合には、こ希望により修理させていただきます。

見積りの必要な場合はあらかじめお伝えください。



接続例

PCM2 接続機器
レコードプレイヤー[ベスタクス

パワーアンフ [ベスタクスPT‐X1000A]

副需
―

PCMl 接続機器
レコードプレイヤー[ベスタクス

CDブレイヤー [ベスタクスCDX-35]

円
Ψ
鼈 |:ll子

OUT PUT接 続機器

主 な 仕 様

レコードフレイヤー〔ベスタクスPDX‐ 2∞ 0]

CD,MDフレイヤー,DAT,サ ンフラー,HDR薔

紘 vestax鰤囀 〆ι鵠

AUX:N接 続機器

NOMINAL,NPUT :MPEDANCE

INPUT

SECT10N

MIC(1/4'PHONE」 ACK) ‐50dBv -20dBv 33k0

PHON0  1～3L/R (RCA P:N」 ACK) ‐42dBv ‐22dB v 22k Ω

LINE    l～ 5L/R (RCA P!N」 ACK) ‐10/0/+6dBv +20dBv 22k Ω

RATED OUTPUT MAX:MOM OttPUT :MPEDANCE

OUTPUT

SECr:ON

PA OUTL′ R(XLR MALE 2PIN HOT,BALANCE OdBv,‐ 10dBv +19dBv 600 0 0VER

L:NEL/R(1/4'PHONEJACK・ UNBALANCE) 10dBv +10dBv 2kΩ OVER

800TH OuT L/R(1/4・ PHONE OuT) -10dBv +14dBv ∞ 00 0VER

HEAD PHONE (1/4" PHONE JACK ) 130mW 80 0VER/47Ω

FREQUENCY

RESPONSE

M:C 3CIHz-20kHz±3dB CROSSFADER CROSSTALK >100dB

20Hz-20kHz± ldB CHANNEL CROSSTALK >65dB

S/N RAT10
MlC >60dB POWER SupPLY AC12V ADAPTOR

>75dB D:MENS10NS(W× H× D) 482X138Xl12

>70d B WEIGHT

Vestax Corporation Sep ol PMc250」 1
P/N:4301‐ 4155‐ 0


